
はじめに

われわれのプロジェクト参加者が，子育て支

援という場における大人の育ちをとらえていく

ときの了解事項として，発達の場を社会生活に

おける学びの領域に広げて考えることと，「生

涯発達」を一人一人を認め合い，仲間と共に生

きることによる個性化の過程ととらえることが

ある（高木，1995）。そしてその根幹にあるの

が，社会生活における学びは，参加者同士の相

互作用によって成立するものであるという認識

である。

社会生活における学びは，家族や仲間，職場

や地域などにおける関係の中で多種多様に展開

されている。子ども時代は社会の成員としての

適応過程に重点が置かれるが，成人期の発達課

題には，自分たちで社会を運営して行くことと，

次世代を育成することが含まれてくる。前者の

学びには「参加過程」が，後者の学びでは年少
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者（子ども）との関わりからうまれる学びの内

容が明らかにされねばならない。これまでの相

互作用による学びの研究においては，世代の違

いに近い概念として熟達者と初心者の参加が取

り上げられてきているが，相互作用による熟達

者側の変化についての言及は少ない。それはと

りあげられている学びの視点が知識獲得に置か

れることが多かったことによる。成人期の発達

にとって重要となるものは何かを具体的な場を

想定しながら，「大人の発達」を考えて行かな

ければならないのである。

本研究グループには，研究協力園である蜂ケ

岡保育園での保育者や保護者の「育ち」にをと

らえるという具体的な場があった。その中では

「保育園での行事に参加することによる親の育

ち」や「参加を促している要因」なども検討さ

れた（高田，2004）。また，保育園での子ども

の育ちを毎日支えている保育者自身の育ちが，

共に働く仲間との共同によって支えられている

ことも，保育者同士の経験談をとおして明らか

にされた。そして，この議論に参加した結果と

して，子育ては親だけでできるものではなく，

子どもの育ちを見守る大人たちの「支えあいの

輪」のなかでなされるものだという視点をもつ

ことを提案している（高木，2002）。

ここでの作業をとおして，保育園という働く

母親を支援して行くところでは，子どもを共に

育てて行くという「共同の場」がどのようにし

てつくられ，どのような参加のしかたがあり，

どのような学びがなされて行くのかを考えさせ

られた。若い母親たちは，仕事と育児とを両立

させていかなければならないという現実の中

で，家族からの理解と支援を受けながら，保育

園と共同して子育てをしている。彼らの多くは，

乳幼児期という子どもの発達にとって大切な時

間を「共に育てている」という実感をのもてる

参加をすることで，自分たちも発達していると

いう実感をもっていた。

しかし，誰もが「親になることで自分が発達

した」という実感が持てるわけではない。はじ

めて子どもをもった多くの人（母親）が，子ど

もを育てることに不安やストレスをかかえてい

る。思うようにならない幼子を抱えて，一人で

悪戦苦闘しているのである。そこには，「子ど

もを育てる責任」から，他者との協力を必要と

していることに思いが至っていないことも多

い。幼い子をかかえた親だけではなく，不登校

などの問題をもつ子どもの親たちにも同じよう

な悩みがあることも明らかになってきた。

一方では，親の側の大人としての生活が優先

されて，親としての自覚がないようにさえ見え

る事例もある。社会における大人の生活の変化

に目をむけずに「子どもを育てることが大人と

しての発達の契機になる」ということを単純に

一般化することは難しいと実感してきた。

以上の経緯から，われわれの研究グループで

は，子どもを育てるという「対人援助」の場そ

のものへの取り組み方（参加の仕方）の多様性

を明らかにした上で，取り組み方の違いと「大

人としての育ち」をとらえることになったので

ある。

本論の目的は，これまでの研究活動で積み上

げられた知識と言葉づかいを整理し，研究をま

とめていく用語としていくために，基本となる

概念を明確化することにある。

Ⅰ　子育て支援活動―「支えあいの輪」への参

加についての検討

第一の焦点は，子育てをしている親への支援

活動の参加実態という現場での問題を明らかに

しながら，子どもは親だけで育てるものではな

い，という保育園の保護者むけに考え出された

「支えあいの輪」という考え方がどのような有

効性をもつのかを考えることにあてられる。

「親はなくとも子は育つ」という格言がある

立命館人間科学研究　第７号　2004．34



ように，緊密な人間関係を基盤にしているコミ

ュニティーでは，子育ては親しい人の間で共有

されていた。現代でも，出産は親元へかえって

する人は多い。産前産後の休暇が保障されてい

るように，母親による育児はすぐには始められ

ないので誰かが世話をする必要がある。新米の

母親の子育てには周囲からの具体的なアドバイ

スが欠かせない。この「支えあい」のシステム

が利用できないか，うまく機能しないところに

むけて公的な支援が行われている。職場へ復帰

するために子どもと共にいて世話をすることの

できない親を支援する「保育所」と，子どもと

共にいて世話をしていてもストレスがたまった

り，適切な世話ができないという不安をもって

いる親への支援とに大別できる。

「子どもを育てる」ことは個人の私的な領分

だという考え方もある中で，公的援助を必要と

されてきている後者では，「対人援助の場」を

作る，参加するなどの過程での問題が明らかに

なりやすいことが考えられる。まずは後者のシ

ステムについて検討しよう。

（1）子どもを自分で世話をしている母親に対す

る子育て支援

子どもが生まれ，世話をしなければならなく

なると，我が子がかわいいと思っていても，夜

中に何度も起こされたり，泣き止まない子をな

だめたりする苦労も気にならないとばかりはい

かなくなる。24時間子どもに拘束され，振り

回されていると感じることが多い。それでもこ

うした親として行動することへのストレスがう

まく克服されていけば問題はない。「支えあい

の輪」の機能の一つがこうしたストレス緩和の

ための支援にある。もう一つの機能が，子ども

の世話で行動が制約されるために，「自分の行

動」ができなくなることへのストレスの緩和で

ある。赤ちゃんの首が据わらないうちは，外へ

連れて出ることは控えたほうが無難である。そ

うなると生活必需品の買い物も誰かに頼まなく

てはならないし，美容院に行くなどとてもでき

ない。連れて出ることができるようになっても

行動はかなり拘束される。短時間でよいから子

どもを預かってくれるところが欲しい。こうし

た要求に対応した支援がおこなわれている。

近隣ネットワークと子育てサークル

子どもを育てている生活の周辺に，親しく声

を掛け合う関係の人々があれば，子育てのイラ

イラを解消するおしゃべりや短時間なら預かっ

てもらうこともできる。もちろんそれには暗黙

のルールがあって，頼りっぱなしではいけない。

何らかの意味で「お互い様」と思ってもらえる

ような貢献が要る。新しくできた人間関係の中

ではこうした関係の結び方が難しいこともあっ

て，気を遣うのを回避する傾向が見受けられる。

近隣ネットワークを育てることと大人としての

発達は結びついている。（垣内・桜谷，2002）

自発的な子育てサークルの発生は，近隣より

ももう少し範囲の広いひとびとが関わっている

ことが多い。近くの公園での知り合った人，な

んらかの催し物に参加したときのおしゃべりな

どがきっかけになっている。近隣よりも自分の

フィーリングにあった仲間がつながりやすいの

が特徴である。ここでは気のあった仲間たちが，

単なる「お互い様」をこえて，自分たちのため

の活動を運営していくことへと発展することが

ある。

一方，こうして運営され始めた「子育てサー

クル」や，自治体や保育所，NPOなどが運営

する子育て支援のための「サークル」の活動に

参加してくる人々がいる。最近は広報紙などに

多くの情報が載せられているので，自分の都合

のよいところに参加してみることができる。親

子で参加しているので，日ごろ親とだけで過ご

している子どもが楽しめるかどうかと親自身の

居心地のよさがポイントになる。浜名（2003）

の報告にもあるように，参加者が一定の役割を
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分担することによって積極的にかかわってもい

ける。お互いが子どもを育てるための役に立つ

ことができれば，支えあいの輪になっていく。

しかし，どこでも，だれもがこうして積極的

な参加者になれるわけではない。親の都合が優

先されて，サーヴィスを受け取ることはしても

主体的に関わろうとしないものも多い。こうし

た人の中には参加者同士で情報を交換してあち

こちの催し物を渡り歩くものもあると聞く。そ

れでも，個人的な知り合いがふえることで形の

違った「支えあいの輪」ができることもある。

そこでの交流からは相互作用による学びが生ま

れる可能性がある。

見知らぬ他者との直接的ふれあいに苦手意識

がある人たちのために，インターネットで子育

ての悩みを打ち明けあうサークルがある。誰か

がわかってくれるというだけでストレスの解消

にはなる。チャット仲間とのおしゃべりも，子

育て環境への直接的変化はもたらさないにして

も，自分の意見も誰かの役に立っていると思え

るだけの相互性が生まれているのかもしれない。

一時保育

もう一つの実際的な要求に応えようと設けら

れたのが一時保育である。従来の保育所が日常

的に保育に欠ける子どもたちを対象にしていた

のに対して，親の都合で世話ができない子ども

たちを預かるサーヴィスである。

一時保育は，親にとっては都合のよいシステ

ムであるが，子どもにとってはストレスが高い

ことを考えに入れる必要がある。親と離れた子

どもをいかに安心して過ごさせるかは，保育者

側の技量の問題だとばかり考えてはならない。

子どもがその施設の環境に慣れ，保育者と親と

の信頼関係がとれていることが前提になる。

デパートなどの買い物の時間や，催し物への

参加者のための一時保育が設けられ，利用者も

増えてきているが，子どもは単なる預かりもの

なのではなく，そこで共に過ごす仲間なのであ

る。どんな場合でも「支えあいの輪」に参加す

るということは，お互いを繋ぐ信頼を築くこと

から始まることを忘れてはなるまい。

（2）女性の仕事の拡大（社会進出）と子育て支援

母親（なぜか母親に集中する）が保育所に子

どもを預けてまで働くことは「育児放棄」であ

ると考えられた時代もあったが，育児休暇あけ

からの１歳児保育の需要はたかまっている。保

育所は働く母親のための育児支援の一環として

位置づけられるようになったのである。世の中

が24時間サーヴィス型の暮らしになって，深

夜に働く職種は急激に増加している。介護福祉

が充実すれば夜勤の職員が必要にもなる。

子どもは昼間に活動し，夜にはぐっすり眠る

ことで健全に成長する。しかし，すべての親が

子育てを中心とした生活設計をするわけにはい

かない。親にもそれぞれの事情がある。

これまでは，親族や地域といった支えあいが

こうした事情をフォローしてきていたのだが，

それに代わるものとして必要とされているの

が，親に代わって子どもの健全な発達を支えて

やるための夜間保育であり，24時間対応型の

保育である。（シンポ報告，2004）

通常の乳児保育，幼児の保育であっても生活

のほとんどを家庭を離れて暮らす子どもたちの

発達の基盤になるのは保育所での活動である。

彼らが楽しく元気で生活できるためには，親と

保育者との信頼関係や連携が欠かせない。保育

所での生活と家庭での生活を上手く繋げて，全

体としての環境を整えてやるためには，親もそ

れなりの協力をしなければならない。熱心な保

育園ほど親への注文も多くなりがちであるが，

親と保育者が子どもの幸せを一番に考えながら

も，相手の立場も考慮した対応を求め実践して

いく過程では，多くの相互作用がみられる。昼

間の暮らしの楽しさとストレスとを受け止め，

話し合う時間が親子の絆を深める。子育てを保
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育者にまかせっぱなしにしたり，自分流の考え

を押し付けたりしないことで，苦労しながらも

ともに成長する楽しさを味わう場になる。

もう一つ大切なことがある。保育所にはいろ

いろな家庭環境で育っている子どもたちが一緒

に暮らしている。子どもたちは，共に暮らす仲

間のもっている違いを受け止めながらも，なか

よく遊び，学べるように配慮されている。十人

十色の認め合いが自然な形で実践されているの

である。このような保育環境を整えている保育

者たちは，保護者との関わりの中でもお互いの

違いを認めやすくなっているはずである。保育

所という，「私たち」の暮らしを私のものとし

て活動する中で育まれるものを，大人の発達に

も取り込んでいけるはずである。

（3）子育て支援の場への参加過程

子どもを育てるという親としての責任を回避

できない事態に直面したときに，身の回りにい

る人々や社会のシステムに支援を求めてくる人

たちでも，そこでの参加の仕方は様々である。

ここではわれわれの研究プロジェクトの活動か

ら見えてきた，それぞれのシステムへの個々人

が参加する様態について明らかにし，「共同へ

の参加」に関する問題点を考えてみたい。

１）既成の「子育てサークル」に参加する過程

と様態

子育てに悩みを抱える人たちが，すでに活動

している「子育てサークル」のプログラムに参

加するしかたは様々である。その場が参加者に

とっての「共同の場―支えあいの輪」としてど

のように機能しているのかによる違いでもあ

る。次にあげるのは，様態の広がりでもあり，

深化の過程を示すものとも考えられる。

① 自分の関心にみあったサーヴィスを選ん

で参加するだけ

② サーヴィスの享受にとどまらない参加者

同士の交流への参加

③ 自分のできる範囲での活動の分担，意見

の交流

④ 小人数の個人的グループによるより親密

な関係づくり

⑤ 自ら運営する「子育てサークル」活動の

立ち上げ

②から③へと進むかどうかが，「共同の場」

になるかのポイントである。参加者の意識と活

動そのものへの関与・分担のありかたが決め手

になっているようである。「子育てサークル」

での共同は，自分問題を解決してくれる支援の

場が快適であった人たちを，安心できる（小さ

な失敗は許しあえるなど）仲間へと誘い，新し

い「支えあいの輪」をつくりだす中で生まれて

いる。

２）保育所の保護社会活動への参加過程

保育所を利用する場合は，私に代わって子ど

もを育ててくれる人（保育者）が運営する集団

保育の場に子どもを託するので，子どもの育ち

への関与の共有性をどのように作り上げていく

のかが問題になる。そこでの参加の様態には次

のようなものがある。

① 自分と子どもの生活にみあった支援をし

てくれる施設を選択して参加

② 子どもの生活を保障するために不可欠な

保育者との連携に参加

③ 自分の生活を改変することもふくめた保

育者への協力をとおしての参加

④ 園の行事の一部としての保護者会活動へ

の参加がつくる親同士の交流

⑤ 保育園全体を保護者をふくめての子育て

コミュニティーにしていく

ここでは，②から③と③から④とに，少しの

段差が感じられるが，参加の頻度を無視すれば，

多くの保護者が④の段階までの参加を果たして

いる。このことは，保育園での共同が，いろい

ろな人たちとのかなり長期にわたってのかかわ

りとなることと関わっている。保育者が子ども
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の個性を伸ばすために一人一人を認めていくよ

うに，参加する大人たちにも認め合いが広がっ

ていくような「支えあいの輪」になることが目

指される。そのことへの小さな抵抗感が少しず

つ克服されていくのである。

Ⅱ　大人の学びの場としてみた「共同―支えあ

いの場」の形成と参加過程

（1）「共同の場」の成立過程における問題

前項までに見てきたように，「子育て支援プ

ログラム」への参加は，自分の行動を変える積

極的な参加へと発展すれば，新たな大人として

の発達の場となる可能性が示されている。それ

なのに，多くの参加者が積極的な参加に到らな

いという現実がある。そこには共同という活動

への参加に関わる問題の本質が関わっていると

考えられる。

問題の本質に迫るための一つのヒントを示し

てくれるのが，ボランティア活動や住民参加型

の集団運営に視点を移して取り組まれた「参加

社会の心理学（穐山，2000）」である。この中

で菊池（2000）は，集団参加性という問題をと

りあげ，古籏（1968）が示した次のような定義

を紹介している。

集団参加性とは，集団生産性を高めるために

集団のメンバーが，集団目標に合致する共同行

動をする程度のことをいい，以下の３つの要因

によって決定される。

連帯性：集団の課題に対して他人と一緒に活

動すること，および集団の目標を遂

行することにメンバーたちがよろこ

びと満足を感じる程度

勢力性：他人の行動や態度，あるいは集団の

決定に影響を与えることのできる程

度

親和性：集団のメンバーにたいして，どの程

度友好的で温かい関係を維持するこ

とができるか

ここでとりあげられている共同は，参加集団

に共通する「課題」があり，それを達成すると

いう共通の目標のためのものである。本論が扱

ってきた子育て支援のグループへの参加の場合

には，同じ目標を共有できる人たちとしてほか

の参加者をとらえることができてはじめて共同

の出発点になるということだろう。ここで取り

上げている共同が生まれるときには，享受者と

して参加している間に連帯性や親和性が育ま

れ，時には努力も報われることで，参加すべき

仲間活動として認知されるという過程が前提に

なる。

子育てサークルへの参加者の共同が成り立ち

にくいのは，目標である「私たちとその子ども

たちのために」という表現が具体性に欠けるの

で，時には個人により内容の異なる意味合いに

とられる場合も生まれることに一因があるのか

も知れない。同じ目標を共有しているという感

覚をどのレベルで持ち合おうとするのかを調整

する役割をになう人が必要になる。こうした小

さな違いを認めていくためには親和性の役割が

大きい。類似性や親和性の高いもの同士だと

「支えあいの輪」が上手く機能するのはこのた

めでもある。

保育所での共同では，目標を「私たちの子ど

もの幸せ」とすることに問題は少ない。誰もが

自分の子どもに一番の関心をもってはいるが，

自分の子だけがよければいいとはいえないし，

「私たちの子ども」に具体的なイメージがもて

る。それでも保育者との連携にずれが生まれる

こともある。保育所では，親和性の高いもの同

士だけで集まって共同することはできない。そ

こで，たくさんのずれや問題を出し合い，連帯

性を発揮してある程度の解決がはかられる。こ

のときの話し合いがうまくいくことが参加者を

増やす契機になる。話し合いの過程に参加する

ことによって，お互いの親和性が高められ，参
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加者の多様性を認める基盤がつくられる。

（2）「共同―支えあいの輪」の運営への参加が

もつ問題点

子育てサークルなどの「共同―支えあいの輪」

の運営には，「お互い様」の精神に基づいた参

加の努力が求められる。「お互い様」は「give

and take」と同じではない。それぞれの立場

に応じた参加―できる人がやる，やれないとき

は感謝する―を実現していくための連帯がかな

めとなる。しかし，こうした連帯がいつもうま

くいくわけではない。特定の個人が仲間集団の

決定への影響（勢力性）を持ちすぎると，全体

としての参加性は弱まる。共に暮らす人の多様

性を認め合うことができれば，連帯性の中で，

個々人の勢力性を大切にする方向をめざすこと

ができる。

「支えあい」には，相互依存（interdependence）

という意味合いが含まれている。お互いの弱さ

を助けあっていくという交流には，互いの独立

性と相手への依存性とが一方へ偏らない状態が

基盤となる。この状態では，独立した個人の認

識「私」のなかに「私たちに含まれる他者」が

含み込まれており，「私たちとしての他者（共

同的な他者）」への依存は，外部の人間として

の他者（異他的他者）とは，異なる意味をもつ

ものになるのである。

共同的他者と異他的他者とはフッサールのこ

とばである（谷　1998）。彼は，生まれ落ちた

ときから養育してくれている親は，子どもの自

我に馴染んだ共同的他者としてあり，成長する

に従ってそれ以外の他者（異他的他者）との交

流を経験する中で，共同的他者の枠組みを自覚

的に拡大していくと考えた。つまり，私たちは

「私の中に私たち」を取り込めるようになって

いくと考えるのである。「支えあいの輪」はこ

うした認識を共有する「私たち」がつくりあげ

ていくのである。

一方，中島（1997）は自主独立（independence）

でも依存（dependence）でない状態，相互に

依存しあうことの中身を吟味せずに「ささえあ

い」という言葉を使うことの危うさを，日本の

社会的風土の特徴に照らして，次のように指摘

している。

個人が個人に自然に向き合う伝統のある社会

では，「ささえあい（interdependence）」もま

た個人的レベルのものが主になる。だが，こう

した伝統が欠如しているわが国では，「ささえ

あい」とはスローガン・「お上」からの達し・

定式といった形になりやすい。

彼のこの指摘は，個人の自立性を抜きにした，

スローガンとしての「優しさ」や「思いやり」

の空虚さを説明したあとで言及されている。

「優しさ」や「思いやり」と同じように「ささ

えあい」という状態があり，それを行う（弱者

に手を貸す）こと，が推奨されるだけに終わり，

弱者側には「支えられる権利」が生まれること

を懸念しているのである。

中島が個人レベルからみた（interdependence）

にどんな内容を捉えていたかは不明だが，「支

えあい」に参加する個人が，お互いになにがし

かの変容をうけることを自覚していることが必

要なのだと考えてもよかろう。「支えあいの場」

らしきものはあっても，参加者の共同が成立し

ていないことが多いのも事実である。

社会的相互作用による学びを提唱している

Rogoff（1998）は「相互依存性」という用語を，

参加者のどちらにも弱みや得意がある中でお互

いが知恵を出し助け合いながら学ぶ，発達の過

程を含むものとして用いている。そのために，

親族や地域社会のように長期にわたるつきあい

では「今は助ける側でもいずれお世話になる」

という考えが機能しやすい。

「支えあいの輪」における相互依存は，ある

了解の範囲内でお互いを身内のようにとらえ

（共同的他者），誰にでもお互いの役に立てると
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きがあることを認め合うことを基盤としている

のである。

（3）大人の発達を考えるための「支えあいの輪」

の機能

本論では「子育て支援」への参加の一形態で

ある，保育所の保護者会活動に対して用いられ

た「支えあいの輪」という概念が，どのような

参加過程を含むものかを明らかにしながら，そ

の参加をとおしての学びと変容が「大人として

の発達」をもたらすものと捉えられるのかを考

えようとしてきた。

これまでの研究経過から，①「大人としての

発達」とは社会的な文脈の中で，仲間との相互

作用を通してなされる，②「支えあい－相互依

存」の共同への参加には他者との調整過程が必

要となるために多様な学びと発達の契機が含ま

れている，③　大人の発達には「十人十色の認

め合い」とう社会における自己と他者との関係

の認知に至ることが大切ではないか，という３

つの視点が浮かび上がってきている。これらの

を柱としながら「子育て支援の場」に参加する

ことをとおして「共同の場」を運営する経験が

参加者にもたらす「学びと発達」についてまと

めておこう。

＊共同の場の参加経験における学びがもたらす

発達の契機

（1）自分の努力だけでは達成できないことがあ

り，それを他者との相互依存によって達成

できることを知る。

「子育て」という自分たちに課せられた大切

な役割は，自分たちだけの努力ではまっとうで

きないものだということを自覚することがはじ

めにある。青年期までは自立を目標に自分でや

れることを増やしてきた若い親にとって，「人

に頼る」ことの意味を見出していかねばならな

くなる。

（2）他者との共同のための，相互性を身につけ

ること。

活動への参加から共同へとつなげていくため

には，自分からも発信し仲間と話し合いながら

活動するという「相互性の発揮」が必要とされ

る。はじめからうまくはいかなくとも気の合う

人にめぐり会えることが後押しをする。

（3）共同する中で，自分も相手も変われる（発

達途上である）ことを認識する。

これは，自分とは意見を異にする人にぶつか

ったときの対応によって生まれる。共同のため

の話し合いにおいて，主張したり妥協したがく

りかえされるのだが，自分も相手も変わりうる

存在として認め合えることに焦点がある。

（4）共同の場での学びを自分の人生（発達過程）

へ位置づける。

最後にのぞまれるのが，自分の生活と人生に

おける自覚的な学びへとつなげていけることで

ある。「私の中の私たち」というものの考え方

が，人生のいろいろな場で自覚され，一人生き

ているのではない人生を広げられるかであろ

う。

さらに，ここで明らかにされた点を，筆者が

考えてきた生涯発達のモデル（高木，2000）に

対応させて考察すると次のようになる。

第一点目は，世代交代の時期におこる「世話

される」ものから「世話する」ものへの移行の

視点からとらえることができる。個人が社会に

適応していくという関係から見た，親からの世

話をうけなくなり，社会をになうものとして

「自立」という発達の目標が，社会と個人との

「自己統合」へと導く契機になることを示して

いる。子どもの世話をすることが，個人の行動

だけにとどまらず社会の一員としての自覚を強

く促すことになるのである。

第二点目と三点目は，青年期までに支配的で

あった，社会の価値システムへの参加を目指し

て取り組まれる「継承的学び」が，社会の一員

としての学びとなっていくためには，共同する
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仲間との親和性の成立が大きくかかわっている

ことを示している。それは，人間の学びの基本

が，仲間との中で共感的に取り交わされる交流

を土台とする「共生的学び」にあることを再確

認させるものでもある。ただしそれは，子ども

の時のようは無制限のものではなく，節度をも

った上での交流でなくてはならない。大人の学

びが難しいのは，これまでに作り上げてきたも

のへのこだわりが，変化可能性を阻害する点に

ある。

第四点目は，生涯発達モデルで提案した「社

会・歴史的認識性」の，個人と社会の関わりの

部分にあたる。継承的学びの対象としては「世

界という広がりを知る，歴史の一時点をして現

在をとらえる」ことが進行するが，次の自己統

合的学びへの出発点として，「私の中の私たち」

を自覚することがある。フッサールのいう「自

我になじみのある共同的他者」に近い存在とし

て，周囲の他者を自覚的に「私の中の「私たち」」

として取り込んでいくことが求められる。そし

てその取り込みは，他者の全人格を対象として

おこるわけではない。他者の人生の多様性を認

め，お互いに相互依存することを認め合いなが

ら生きる「支えあいの輪」は，「子育て支援」

に限らずたくさん存在する。それらに参加する

中で，「私」の育ちを「社会」の中に位置づけ

ていくのである。

ここで見出された「大人としての発達」の視

点は，世代交代を契機として突然開始されるわ

けではない。学校という「予期的社会化」のシ

ステムでは，大人になるための学びも取り入れ

てきたつもりである。社会へ適応するという意

味で「社会化」という言葉がもちいられてきた

ために，うまく機能しなくなっているという指

摘もある。門脇（1999）の言うように，子ども

のときから「社会力」をつけるという視点に変

えてみることもできよう。

大人になってからの発達は，ひとりひとりに

「自分なりの人生」があることを認めることに

土台が置かれる。この土台の上に立って，「共

同が必要になっている仲間同士が連携すること

で何が学ばれるのか」を，具体的な学びの場の

形成過程を視野に入れながら明らかにすること

が，本プロジェクトが共有する目的ということ

になる。
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